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町
と
上
牧
町
土
地
開
発
公
社
は
、
公
社
の
経
営
改
善
に
向
け
、
昨
年
度
に
策
定
し
た
経
営
健
全

化
計
画
に
基
づ
き
、
経
営
の
立
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、
公
社
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

土
地
開
発
公
社
は
な
ん
の
た
め

に
設
立
さ
れ
た
の
で
す
か
？

町
の
組
織
で
は
な
い
の
で
す
か
？

上
牧
町
土
地
開
発
公
社
は
町
が
事

業
の
た
め
に
、
将
来
必
要
と
な
る

用
地
を
事
前
に
取
得
す
る
た
め
に
昭
和
48

年
に
設
立
し
ま
し
た
。

当
時
は
高
度
経
済
成
長
の
時
期
で
、
土

地
の
価
格
が
ど
ん
ど
ん
高
騰
し
て
い
ま
し

た
。
町
が
計
画
し
た
事
業
、
例
え
ば
道
路

を
作
っ
た
り
学
校
な
ど
の
大
規
模
施
設
の

建
設
な
ど
の
た
め
、
必
要
な
土
地
は
迅
速

に
先
行
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
町
の
予
算
と
関
係
な
く
事

前
に
土
地
を
確
保
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

土
地
開
発
公
社
は
町
が
一
〇
〇
％
出
資

し
て
設
立
し
ま
し
た
が
、
町
と
公
社
は
別

の
組
織
で
す
。

土
地
開
発
公
社
の
経
営
の
仕
組

を
教
え
て
く
だ
さ
い
？

土
地
開
発
公
社
は
経
営
の
た
め
の

自
己
資
金
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
町
の
事
業
に
必
要
な
土
地
を

事
前
に
、
町
に
代
わ
っ
て
取
得
す
る
場
合

は
、
購
入
資
金
を
金
融
機
関
か
ら
借
り
入

れ
て
土
地
を
購
入
し
ま
す
。

そ
の
際
、
町
は
金
融
機
関
に
対
し
て
土

地
開
発
公
社
が
借
入
れ
た
購
入
資
金
の
債

務
保
証
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
社
が

借
り
入
れ
た
資
金
を
返
済
で
き
な
い
場
合

は
、
町
が
土
地
開
発
公
社
に
代
わ
っ
て
返

済
を
約
束
す
る
も
の
で
、
皆
さ
ん
が
ロ
ー

ン
な
ど
を
組
ま
れ
る
時
の
保
証
人
に
あ
た

る
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
事
業
が
始
ま
っ
て
土
地
が
必

要
と
な
っ
た
時
に
、
町
は
土
地
開
発
公
社

に
土
地
代
を
払
っ
て
そ
の
土
地
を
購
入

上
　
　
　
牧
　
　
　
町 

土

地

開

発

公

社 

金
融
機
関 

民
有
地
ほ
か 

①土地取得（購入）依頼 

③土地取得（購入） 

⑤土地再取得 

⑥支払い 

②借金 

⑦返済 

④代金支払い 

上牧町土地開発公社の

現現 状状 と 課課 題題
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（
再
取
得
）
し
ま
す
。

土
地
開
発
公
社
は
、
町
か
ら
受
取
っ
た

土
地
代
金
か
ら
土
地
を
購
入
す
る
の
に
金

融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
を
返
済
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
公
社
の
経
営
が
悪
化
し

た
の
で
す
か
？

土
地
開
発
公
社
は
財
源
を
持
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
土
地
を
取
得
す

る
場
合
は
必
ず
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ

て
購
入
し
て
い
ま
す
か
ら
当
然
に
、
借
り

入
れ
て
い
る
期
間
は
金
融
機
関
に
利
子
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
町
が
土
地
開
発
公
社
か
ら
土
地
を

購
入
し
な
い
と
、
土
地
開
発
公
社
は
金
融
機

関
か
ら
借
り
入
れ
た
土
地
代
金
を
返
済
で
き

ず
、
そ
の
間
、
利
子
と
土
地
の
管
理
に
必
要

な
経
費
を
支
払
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

公
社
は
土
地
を
保
有
し
な
が
ら
利
息
が
増
え

つ
づ
け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
公
社
の
経
営
の
し
く
み
か

ら
、
町
は
公
社
が
買
い
入
れ
た
土
地
を
計
画

的
に
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
一
時

期
、
公
社
が
膨
大
な
土
地
取
得
を
行
な
う
一

方
で
、
町
の
財
政
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
た
め
、
町
に
よ
る
再
取
得
が
進
ま
な
か

っ
た
た
め
に
土
地
開
発
公
社
の
借
金
が
増

え
、
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
土
地
開
発
公
社
へ
の
財

政
支
援
が
必
要
な
の
で
す
か
？

土
地
開
発
公
社
は
町
の
依
頼
で
土

地
の
先
行
取
得
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
土
地
を
取
得
す
る
資
金
を
金
融
機

関
か
ら
借
り
入
れ
る
際
に
は
、
町
が
債
務

保
証
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
も
、

経
営
が
破
綻
し
た
場
合
に
は
、
町
が
公
社

の
負
債
を
す
べ
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

土
地
開
発
公
社
の
経
営
悪
化
を
招
い
た

の
は
、
町
が
当
初
の
計
画
ど
お
り
に
土
地

開
発
公
社
の
公
有
用
地
を
購
入
し
な
か
っ

た
こ
と
が
第
一
の
原
因
で
す
の
で
、
町
が

土
地
開
発
公
社
の
財
政
支
援
を
す
る
責
任

が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
な
支
援
策
は
？

現
在
、
町
と
土
地
開
発
公
社
で
は
、

国
の
「
土
地
開
発
公
社
経
営
健
全

化
対
策
」
の
方
針
に
沿
っ
て
、
平
成
20
年

度
か
ら
24
年
度
の
五
年
間
で
、
町
が
公
社

所
有
地
を
事
業
用
と
し
て
使
用
し
て
い
る

土
地
に
つ
い
て
も
買
い
取
り
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
事
業
計
画
の
見
直
し
に
よ
っ
て

不
用
と
な
っ
た
土
地
の
時
価
評
価
に
よ
る

損
失
分
（
近
年
の
不
況
で
、
土
地
価
格
が

買
っ
た
時
よ
り
も
下
が
っ
た
た
め
に
生
じ

た
損
害
）
に
つ
い
て
も
補
填
し
て
い
く
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
町
は
土
地
開
発

公
社
に
対
し
て
平
成
20
年
度
か
ら
財
政
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
対
応
は
？

現
在
、
町
と
土
地
開
発
公
社
で
は
、

公
社
の
解
散
を
前
提
に
公
有
用
地

の
見
直
し
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

解
散
を
す
る
に
は
、
土
地
開
発
公
社
が

金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
て
い
る
資
金
を

全
額
返
済
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町

が
第
三
セ
ク
タ
ー
（
公
社
）
の
整
理
な
ど

の
場
合
に
起
債
で
き
る
第
三
セ
ク
タ
ー
等

改
革
推
進
債
を
活
用
し
、
平
成
25
年
度
末

ま
で
に
公
社
の
清
算
に
向
け
て
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
議
会
と
も
十
分
に
協
議
し
、
一

定
の
方
向
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
皆
様
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

公
社
を
解
散
し
た
ら
、
今
後
土

地
を
取
得
す
る
場
合
は
、
ど
う

す
る
の
？

土
地
開
発
公
社
解
散
後
に
土
地
を

取
得
す
る
場
合
は
、
町
で
直
接
所

有
者
か
ら
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
が
土
地
を
取
得
す
る
場
合
は
、
議
会
で

の
議
決
が
必
要
で
す
の
で
、
直
接
取
得
す

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
目
的
や
取
得
金
額

等
を
、
よ
り
一
層
透
明
化
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。公

社
は
ど
の
く
ら
い
土
地
を
持

っ
て
い
る
の
？

公
社
保
有
地
は
、
昨
年
度
末
で
約

三
十
八
億
円
、
面
積
お
よ
そ
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
す
。
現
在
、
公
社
解
散
に
向

け
て
公
有
用
地
（
今
後
、
町
が
事
業
を
行

な
う
土
地
）
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先

上
牧
町
土
地
開
発
公
社

役
場
内
線
３
０
６
番

QA

QAQA

QAQA

QA●公社保有地の平成20年度末状況 

比率 
（％） 

91.8

8.2

100.0

保有額（千円） 

3,462,590千円 

308,754千円 

3,771,344千円 

面積（㎡） 

46,652.61

24,027.41

70,680.02

筆数 

165

59

224

公有用地 

合計 

今後、町が買
い戻す土地 

特定土地 
民間に売却
する土地 
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ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
は
、
町
内
で
ス
ポ
ー
ツ
に
努
力
を
重

ね
、
全
国
大
会
な
ど
に
出
場
さ
れ
た
選
手
に
贈
り
、
そ
の

栄
誉
を
称
え
る
も
の
で
す
。

例
年
、
町
民
体
育
祭
会
場
で
授
与
式
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
拡
大
防
止
の
た

め
、
体
育
祭
を
中
止
し
ま
し
た
の
で
、
10
月
27
日
（
火
）
午

前
10
時
よ
り
役
場
に
て
行
い
ま
し
た
。

＊
授
与
さ
れ
た
か
た

榎
　
理
人
（
上
小
・
空
手
）、
田
中
芽
吹
（
二
小
・
水
泳
）、

奥
村
優
生
（
上
中
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
、
黒
田
端
歩

（
上
中
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）、
上
野
隆
登
（
上
中
・
水

泳
）
、
村
上
彩
奈
（
上
中
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
、
榎
　
郁
人

（
上
中
・
空
手
）、
岡
田
真
由
美
（
緑
ヶ
丘
・
高
校
総
体
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
）、
上
牧
町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

米
山
台
自
治
会
（
木
下
幸
俊
会
長
）
が

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
町
の
夜
の
安
全

を
守
ろ
う
と
、
７
月
よ
り
見
守
り
隊
に
よ

る
夜
間
の
防
犯
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

夜
、
８
時
30
分
に
公
民
館
に
集
合
し
た

見
守
り
隊
は
約
一
時
間
か
け
て
、
拍
子
木

を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
地
区
内
を
巡
回
し

て
い
ま
す
。

見
守
り
隊
は
地
域
住
民
や
自
治
会
役
員

の
五
〜
六
名
で
班
を
作
り
、
こ
れ
か
ら
歳

末
に
か
け
て
、
更
に
活
動
を
強
化
さ
れ
る

そ
う
で
す
。

訂
正
と
お
詫
び

先
月
号
の
町
民
広
場
で
紹
介
し
ま
し

た
全
国
表
彰
さ
れ
た
安
井
弘
訓
さ
ん
の

名
前
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
し
ま
す
。

米山台自治会

夜の防犯活動

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

藍
綬
褒
章
に

竹
島
成
佳
さ
ん

上
牧
町
消
防
団
長
の
竹
島
成
佳
さ
ん
（
五
軒

屋
在
住
）
が
藍
綬
褒
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

竹
島
さ
ん
は
三
十
年
以
上
の
永
き
に
渡
り
、

消
防
団
員
・
副
団
長
・
団
長
と
し
て
、
消
防
施

設
の
充
実
と
防
災
体
制
の
強
化
・
拡
充
を
図
る

と
と
も
に
火
災
予
防
思
想
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
、

今
回
の
栄
誉
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
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11
・
12
月
は
一
斉
滞
納
整
理

強
調
月
間
　
許
さ
な
い
滞
納

地
方
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保
し
、
地
方

税
に
対
す
る
納
税
者
の
信
頼
を
守
る
た
め
に
県

内
の
全
市
町
村
で
11
・
12
月
を
一
斉
滞
納
整
理

強
調
月
間
に
設
定
し
、
差
押
な
ど
を
始
め
と
す

る
滞
納
整
理
に
集
中
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

期
間
中
は
滞
納
者
と
取
引
き
の
あ
る
金
融
機

関
や
勤
務
先
な
ど
に
対
し
、
法
律
に
基
づ
く
財

産
調
査
に
つ
い
て
も
集
中
的
に
行
い
ま
す
。

納
期
内
納
付
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
時
期

本
年
11
月
・
12
月

▼
参
加
市
町
村

県
内
全
市
町
村

▼
取
組
例

・
滞
納
者
に
対
す
る
差
押
（
預
貯
金
・
給
料

な
ど
）

・
滞
納
者
に
対
す
る
電
話
督
促
（
町
税
等
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
行
い
ま
す
）

日
本
年
金
機
構

来
年
１
月
１
日
ス
タ
ー
ト

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
「
日

本
年
金
機
構
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

国
民
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、
一
層
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指
し
、
社
会
保
険
庁

は
組
織
・
人
員
を
一
新
し
、「
日
本
年
金
機
構
」

と
し
て
生
れ
変
わ
り
ま
す
。

☆
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
は
、

新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と
名
称
が
変
わ

り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し

て
引
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

「
年
金
事
務
所
」
は
、
現
在
あ
る
社
会
保
険

事
務
所
の
建
物
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
ま
す

の
で
、
所
在
地
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険
事
務
所
の
名

義
で
ご
案
内
し
て
い
た
各
種
の
関
係
書
類

は
、
内
容
に
よ
り
、
今
後
は
厚
生
労
働
省

や
日
本
年
金
機
構
の
名
義
で
ご
案
内
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
民

の
皆
様
が
た
に
何
ら
か
の
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の

で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

☆
日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
公

的
年
金
の
運
営
事
務
を
引
き
継
い
で
行
う

―
―
12
月
の
予
定
―
―

第
一
保
育
所
で
は
、
子
育
て
家
庭
の
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
と
き

12
月
１
日
（
火
）

「
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う
」

”歌
・
楽
器
で
心
も

か
ら
だ
も
は
ず
ん
で
！
“

●
と
き

12
月
16
日
（
水
）

「
パ

ネ

ル

シ

ア

タ

ー
」

”絵
人
形
が
お
話
し
す
る
よ
！

ど
ん
な
お
話
か
な
？
“

▼
問
合
先

第
一
保
育
所

76
ー
１
０
０
０

水
道
の
水
圧
低
下
と

一
部
地
区
で
断
水

水
道
施
設
の
高
圧
受
電
設
備
の
精
密
点
検

に
伴
い
、
次
の
日
時
に
配
水
ポ
ン
プ
を
停
止

し
、
自
然
流
下
方
式
に
よ
る
配
水
に
切
り
替

え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
町
内
の
全
配
水
地
区
（
片
岡

台
は
除
く
）
で
水
圧
が
低
下
し
、
地
盤
の
高

い
地
域
で
は
断
水
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利
用
者
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
設
備
の
故
障
な
ど
に
よ
る

断
水
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
　
き

12
月
11
日
（
金
）

午
前
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。

▼
問
合
先

上
水
道
課
　

76
ー
４
５
９
９

町
議
会
は
12
月
８
日
か
ら

第
四
回
上
牧
町
議
会
定
例
会
は
、
12
月
８

日
（
火
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

日
程
に
つ
い
て
は
12
月
４
日
（
金
）
の
議
会

運
営
委
員
会
で
決
ま
り
ま
す
。

▼
問
合
先

議
会
事
務
局
　

役
場
内
線
３
０
４
番

こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
公

的
年
金
制
度

は
、
国
の
制

度
と
し
て
、

そ
の
財
政
や

運
営
に
国
が

引
き
続
き
責

任
を
持
つ
こ

と
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま

で
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。

社
会
保
険
庁
Ｈ
Ｐ

h
tp
p
://
w
w
w
.s
ia
.g
o
.jp
/

▼
問
合
先

大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所
　

22
ー
３
５
３
１

・
文
書
催
告
・
訪
問
催
告
の
集
中
実
施

▼
問
合
先

徴
収
課
　

役
場
内
線
１
２
５
・
１
５
５
番
　

平成21年12月 

社会保険庁 

日本年金機構 

厚生労働省 

廃 止 

公的年金の運営業務 

公的年金の 
財政責任・運営責任 

平成22年１月１日 
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上
牧
町
職
員
　
募
集

町
で
は
学
校
給
食
調
理
員
（
臨
時
職
員
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

職
種
　
調
理
員
（
臨
時
職
員
）

▼
業
務
内
容

町
内
の
小
・
中
学
校
で
学
校

給
食
の
調
理
な
ど

▼
採
用
予
定
人
数

若
干
名

▼
申
込
資
格

昭
和
34
年
４
月
２
日
以
降
に

生
れ
た
か
た
で
（
本
年
12
月
１
日
現
在
で

調
理
師
の
資
格
を
持
つ
健
康
な
か
た
）

▼
採
用
期
間

来
年
４
月
１
日
か
ら

・
勤
務
状
況
が
良
好
な
場
合
、
六
カ
月
毎
の

期
間
で
更
新
が
あ
り
ま
す
。

▼
賃
　
金

時
給
七
百
七
十
円

▼
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
。

▼
休
日
な
ど

・
週
休
二
日
制
（
日
・
土
・
祝
日
）

・
学
校
が
休
み
の
期
間
な
ど
で
給
食
が
無
い

期
間

▼
申
込
期
間

12
月
７
日
（
月
）
か
ら
12
月
18

日
（
金
）
の
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
。

▼
申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
記
入
（
写

真
貼
付
）、
調
理
師
免
許
の
写
し
を
持
参
の

う
え
、
教
育
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

後
日
、
面
接
を
行
い
ま
す
。

※
履
歴
書
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先

教
育
総
務
課
　

役
場
内
線
１
３
４

町
営
住
宅
入
居
者
　
募
集

町
営
住
宅
の
入
所
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
　
き

１
月
12
日
（
火
）
か
ら
１
月
29
日

（
金
）
ま
で
。

▼
募
集
住
宅
と
戸
数

町
営
第
六
住
宅
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

二
戸

▼
申
込
資
格

・
町
内
に
お
住
ま
い
か
勤
務
さ
れ
て
い
る
か
た

・
住
宅
に
困
窮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
か
た

・
収
入
が
法
令
で
定
め
て
い
る
金
額
を
超
え

て
な
い
か
た

な
お
、
住
宅
入
所
者
な
ど
の
安
全
と
平

穏
を
確
保
す
る
た
め
、
暴
力
団
関
係
者
は
、

住
宅
に
申
し
込
む
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

・
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
入

居
者
を
決
定
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

公
営
住
宅
空
家
入
居
者
募
集

要
項
と
申
込
用
紙
を
住
宅
土
地
管
理
課
窓

口
に
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
募
集
要
項

に
記
載
の
添
付
書
類
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

住
宅
土
地
管
理
課
　

役
場
内
線
２
１
７
〜
２
１
９
番

笹
ゆ
り
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グin

か
ん
ま
き
　
来
年
開
催

私
た
ち
の
町
は
丘
陵
地
帯
が
広
が
り
、
以

前
は
サ
サ
ユ
リ
が
至
る
所
で
咲
い
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
都
市
開
発
が
進
み
、
里
山

が
消
え
、
い
つ
し
か
サ
サ
ユ
リ
の
姿
は
「
探

さ
な
い
と
見
ら
れ
な
い
」
さ
ら
に
は
「
い
く

ら
探
し
て
も
み
つ
か
ら
な
い
」
町
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

な
ん
と
か
サ
サ
ユ
リ
の
姿
を

町
に
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
上
牧

の
地
に
お
い
て
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
甲
斐
あ

っ
て
素
人
集
団
で
は
無
謀
と
も

言
わ
れ
な
が
ら
も
、
九
年
の
歳
月

の
間
、
失
敗
と
学
習
を
積
み
重
ね
、

今
年
初
め
て
種
か
ら
育
て
た
十
五
本
の
花
を

開
花
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
可
憐
な
サ
サ
ユ
リ
の
姿
を
多
く
の
人

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
町
の
花
「
サ

サ
ユ
リ
」
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
一
年
を
通
じ

て
季
節
感
あ
ふ
れ
る
花
を
町
中
に
飾
り
、
道

行
く
人
た
ち
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
提

案
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
四
季
が
あ
り
、
風
光
明
媚
の
美
的

感
覚
の
優
れ
た
人
々
が
住
む
美
し
い
国
で
す
。

東
洋
文
明
（
唯
心
）
西
洋
文
明
（
唯
物
）
が

交
わ
り
、
東
西
文
明
の
融
和
を
成
し
得
る
国

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
国
を

世
界
の
オ
ア
シ
ス
、
世
界
の
公
園
の
中
の
公

園
と
し
て
の
国
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
と
大

き
な
夢
を
持
ち
、
そ
の
こ
と
を
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
こ
の
大
き
な
志
は
、

ア
マ
ゾ
ン
の
奥
地
に
住
む
蝶
々

の
羽
ば
た
き
が
数
週
間
か
ら
数

か
月
後
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
に

雨
を
降
ら
す
と
い
う
「
蝶
々
効
果
」

に
ヒ
ン
ト
を
得
て
思
い
つ
き
ま
し
た
。

日
本
と
い
う
オ
ア
シ
ス
の
片
隅
に
あ
る
小

さ
な
町
の
サ
サ
ユ
リ
を
愛
す
る
運
動
が
、
い

つ
し
か
海
を
越
え
、
花
も
緑
も
無
い
、
夢
も

希
望
も
な
い
戦
地
に
い
つ
し
か
希
望
の
花
と

緑
を
甦
ら
せ
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
幸
せ

に
な
る
よ
う
に
と
願
い
「
笹
ゆ
り
ギ
ャ
ザ
リ

ン
グin

か
ん
ま
き
」
を
開
催
し
ま
す
。

か
も
き
み
の
湯
　
臨
時
休
館

か
も
き
み
の
湯
で
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め

12
月
14
日
（
月
）
か
ら
16
日
（
水
）
の
三
日
間
臨

時
休
館
し
ま
す
。

年
末
年
始
は
通
常
営
業
を
行
い
ま
す
。

営
業
時
間
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
11
時

▼
問
合
先
　
か
も
き
み
の
湯

66
ー
２
６
４
１

上
牧
町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者（
指
定
工
事
業
者
）の

指
定
事
項
変
更

上
牧
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
指
定

工
事
業
者
）
に
次
の
業
者
を
指
定
し
ま
し
た
。

▼
新

規

指

定

べ
タ
ー
メ
ン
ト
　

上
牧
町
上
牧
４
１
１
６
の
６
　

71
ー
８
１
８
１

▼
商

号

変

更

安
達
住
設
ガ
ス
電
気
商
会

改
め
　
㈱
ア
ダ
チ
住
設
　

磯
城
郡
田
原
本
町
大
字
新
町
２
６
１
番
地

０
７
４
４
ー
33
ー
４
１
２
５

▼
問
合
先

上
水
道
課

76
ー
４
５
９
９

（有）
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第
六
十
一
回
人
権
週
間

国
際
連
合
は
、
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）

第
三
回
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た

の
を
記
念
し
、
第
五
回
総
会
で
、
採
択
の
日
の

12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
（H

u
m
an
R
ig
h
ts

D
ay

）」
と
定
め
る
と
と
も
に
、
全
て
の
加
盟
国

に
こ
れ
を
記
念
す
る
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

毎
年
、
関
係
機
関
な
ど
の
協
力
を
得
て
、「
人

権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
（
12
月
４

日
か
ら
10
日
ま
で
）
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

☆
中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と

心
に
響
く
音
楽
の
つ
ど
い

▼
と

き

12
月
５
日
（
土
）

午
後
０
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

奈
良
県
橿
原
文
化
会
館
　

大
ホ
ー
ル
（
近
鉄
八
木
駅
北
側
）

▼
内
　
容

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
奈
良
県
大
会
表
彰
式
・
橿
原
市
立
畝
傍
中

学
校
吹
奏
学
部
に
よ
る
演
奏
・
一
日
人
権
委

員
、
女
性
四
人
ユ
ニ
ッ
ト
「
グ
リ
ー
ン
グ
リ

ー
ン
」
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

ほ
か

▼
申
　
込

不
要
（
未
就
学
児
に
つ
い
て
も

入
場
可
）

▼
主
　
催

奈
良
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
協
議
会
（
奈
良
地
方
法
務
局
・
奈
良

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
・
奈
良
県
）

h
ttp
://w
w
w
.m
o
j.go
.jp
/jin
ken
n
et/n
ara/

n
ara_
in
d
ex
.h
tm
l

▼
問
合
先

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

０
７
４
２
ー
23
ー
５
４
５
７

来
年
度
の
学
童
保
育

希
望
者
を
募
集

学
童
保
育
希
望
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者

保
護
者
（
両
親
や
こ
れ
に
準
じ

る
か
た
）
が
昼
間
、
常
に
不
在
の
た
め
、

放
課
後
の
家
庭
保
育
に
欠
け
る
小
学
一
年

生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
児
童

▼
と
こ
ろ
・
募
集
人
員

・
上

牧

小

学

校

区
　
七
十
名

・
上
牧
第
二
小
学
校
区
　
七
十
名

・
上
牧
第
三
小
学
校
区
　
四
十
名

希
望
者
が
募
集
人
員
を
超
え
る
場
合
は
、

抽
選
に
な
り
ま
す
。

▼
期
　
間

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日

ま
で

▼
休
所
日

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
そ

の
他
町
長
が
特
に
定
め
た
日

▼
保
育
時
間

・
学
校
授
業
日
　
放
課
後
か
ら
午
後
６
時

ま
で

・
土
曜
と
休
所
日
を
除
く
学
校
休
業
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で

（
土
曜
保
育
希
望
の
か
た
は
、
福
祉
課
窓
口

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。）

▼
保
育
料
（
月
額
）

・
午
後
５
時
ま
で
　
　
　
三
千
円

・
午
後
５
時
30
分
ま
で
　
三
千
五
百
円

・
午
後
６
時
ま
で
　
　
　
四
千
円

▼
申
込
期
間

１
月
12
日
（
火
）
か
ら
22
日

（
金
）
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
30
分
ま
で

※
現
在
、
学
童
保
育
に
在
籍
の
か
た
も
、
新

た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
役
場
福
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
所
定
の
用
紙
は
12
月
14
日

（
月
）
か
ら
役
場
福
祉
課
と
各
学
童
保
育
所

で
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
提
出
書
類

学
童
保
育
申
込
書
・
住
民
票

謄
本
一
通
・
勤
務
状
況
証
明
書
（
勤
務
者

全
員
各
一
通

同
居
の
六
十
五
歳
未
満
の

祖
父
母
な
ど
含
む
）

▼
そ
の
他
の
費
用

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

年
額
六
百
円
・
お
や
つ
代
月
額
二
千
円

（
土
曜
日
の
お
や
つ
は
各
自
持
参
）

▼
問
合
先

福
祉
課
　

役
場
内
線
１
４
２
番

な
ら
子
育
て
応
援
団
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

県
や
市
町
村
な
ど
で
作
る
な
ら
子
育
て
応
援

団
が
こ
の
ほ
ど
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、
企
業
や
店

舗
・
な
ど
で
料
金
の
割
引
き
な
ど
の
経
済
的
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
利
用
方
法

携
帯
電
話
の
画
面
で
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
掲
示
（
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）。

パ
ソ
コ
ン
か
ら
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
印
刷
し
た

も
の
を
掲
示
・
往
復
葉
書
で
申
請
し
、
返

送
さ
れ
た
葉
書
の
提
示

▼
利
用
地
域

12
月
１
日
か
ら
奈
良
県
・
大

阪
府
・
兵
庫
県
・
鳥
取
県
。
来
年
４
月
１

日
か
ら
福
井
県
・
三
重
県
・
滋
賀
県
・
京

都
府
・
和
歌
山
県
・
徳
島
県

な
ら
子
育
て
応
援
団
Ｈ
P

h
ttp
//w
w
w
.k
o
so
d
a
te
.p
re
f.n
a
ra
.jp
/

上
牧
町
文
化
協
会
発
表
会

上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館
展
示
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
の
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
12
月
８
日
（
火
）
か
ら
１
月
９
日
（
土
）
ま
で

・
あ
し
び
短
歌
会
（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
七
宝
工
芸
ク
ラ
ブ
（
陳
列
ケ
ー
ス
）

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は

中
央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館

76
ー
３
６
１
０

自
衛
官
募
集

防
衛
省
で
は
、
本
年
度
採
用
の
高
等
工
科
学

校
生
徒
と
来
年
度
採
用
の
予
備
自
衛
官
補
・（
一

般
・
技
術
）
幹
部
候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

★
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
陸
上
自
衛
隊
）

・
応
募
資
格：

十
五
歳
以
上
十
七
歳
未
満
の
か
た
（
男
子
の
み
）

・
受
付
期
間：

11
月
１
日
か
ら
１
月
８
日
ま
で

・
試
験
日：

１
月
23
日
（
一
次
試
験
）

２
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
一
日
（
二
次
試
験
）

★
予
備
自
衛
官
補

・
応
募
資
格：

一
般
公
募
十
八
歳
以
上
三
十
四
歳
未
満
の
男
女

：

技
能
公
募
十
八
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
な
ど
を

も
つ
か
た
（
自
衛
官
で
あ
っ
た
か
た
は
自
衛
官
で
あ
っ
た
期
間
が
一

年
未
満
で
あ
る
も
の
）

・
受
付
期
間：

１
月
中
旬
か
ら
４
月
初
旬
ま
で

・
試

験

日：

４
月
下
旬

★
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

・
応
募
資
格：

二
十
二
歳
以
上
二
十
六
歳
未
満
の
男
女

（
23
年
４
月
１
日
現
在
）

・
受
付
期
間：

４
月
初
旬
か
ら
５
月
初
旬
ま
で

・
試

験

日：

５
月
初
旬
（
一
次
試
験
）

：

６
月
中
旬
の
指
定
す
る
日
（
二
次
試
験
）

：

７
月
中
旬
か
ら
８
月
初
旬
（
三
次
試
験
）

（
海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
飛
行
要
員
の
み
三
次
試
験
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
資
料
閲
覧
、
請
求
が
で
き
ま
す
。

奈
良
地
方
協
力
本
部
（
P
C
用
）

h
ttp
://w

w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/p
c
o
/n
a
ra

▼
問
合
先

自
衛
隊
橿
原
地
域
事
務
所

０
７
４
４-

29-

９
０
６
０
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日本全国で約302万８,000人（人口の2.4％）とい

われる精神障害者。今回は精神障害について統合失

調症を例に取り説明します。

統合失調症って、どんな病気なの？

統合失調症とは、思春期から30歳頃までに約

１％の人が発病する、誰もがかかる可能性のある一

般的な病気です。病気の初期や症状が悪化した時に

は、ひどい恐怖感や不安感におそわれたり、眠れな

い日々が続く混乱と緊張の中で、幻覚や妄想といっ

た異常な体験をすることがあります。

何で障害って言われるの？統合失調症は病気な

んでしょう？

確かに統合失調症は病気の一つです。ただ、病

気の部分とそれによって起こる生活障害の部分を同

時に持っていて、生活や働くときに「生活のしづら

さ」が生じます。個人差や生活場面での差はありま

すが、生活障害とその行動の特性は次のように見受

けられることが多くあります。

生　活　障　害

☆生活の仕方が苦手

・一時にたくさんの課題に直面すると混乱しやすい

・生活のリズムが、乱れやすい

☆人付き合いが苦手

・場にふさわしい態度がとりにくい

・人との接触に消極的になりがち

☆就労能力の不足

・新しい事に慣れるまで時間がかかることが多い

☆生きがいのなさ

・趣味や娯楽に関心が薄いことが多い

・自己評価の低下や自信を持てないことが多い

行 動 の 特 性

・物事の優先順位をつけるのが苦手

・身だしなみに無頓着になりがち

・昼夜逆転に陥りやすい

・家に引きこもりがちになる

・公共機関の利用が苦手

・あいさつがうまくできにくい

・杓子定規な対応をとりがち

・作業の能率にむらが出やすい、根気が続きにくい

・ストレスによる影響を受けやすい

・余暇を積極的に楽しむのが苦手

・自己主張をするのが苦手

じゃあ、そんな障害を持っている人たちは、

どうやって暮らして行けば良いの？

精神障害は、病気と障害が共存しているので、

治療だけでなくリハビリテーションが必要とされ、

日常生活で行われることでより一層効果的なものに

なります。ただ、その場合には焦りは禁物で、「休み

ながら」や「試しに」といったゆとりを持つことが

大切です。

特に気をつけることは？

長期入院していたり、ひきこもりがちな生活を

していると、支援者や家族に代わりにやってもらう

ことが多くなり、これまで持っていた力までも失っ

てしまいます。そのようにならないために、本人が

出来ることは本人に任せるということが大切です。

ただし、全てを本人に任せるじゃなくて、本人の状

態に合わせて、できる部分を本人に任せるというこ

とが大切です。でも、逆に出来ないから全て支援し

てしまうというのも逆効果になります。

病気や障害の事で相談したい時にはどうしたら

良いの？

まずはお住まいの市町村や担当地域の保健所、

専門の医療機関（精神科病院・診療所）にご相談く

ださい。

また、町の委託を受けて専門的な相談に応じてく

れる相談支援事業所もあります。精神障害者の自立

と社会参加のために活動している施設として、地域

活動支援センターや障害者福祉サービス事業所があ

ります。

●
統
合
失
調
症
と
そ
の
障
害
●

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

西和七町には、「こころに関する相談機関」があります。

・心の病気かな？と気になったら
お近くのかかりつけ医や精神科医療機関へ気軽
に相談してみましょう。

・こころの健康について知りたい時は
葛城保健所や2000年会館内 生き活き対策課へ
相談しましょう

・今後の生活や福祉サービの利用についての相談は
役場福祉課や生活支援センター「ななつぼし」
（ 72ー２３９０）まで

お問合わせは
お気軽にこちらまで。



9
かんまき 2009.12.

●問合先：生き活き対策課 79-2020 2000年会館内

●問合先：生き活き対策課 79-2020
●ところ：2000年会館内

時間は午前９時から午後５時です。

12月２日（水）、16日（水）の午後、

17日（木）の午前は健診などで混み

合います。

12月28日（月）から１月４日（月）

の間は休みます。

午後１時から１時30分まで受付

（健診開始は午後１時30分より）

★１歳８か月児健康診査

と　き：12月16日(水)

対象者：平成20年３月29日生まれか

ら５月16日生まれ。

★２歳児歯科検診

と　き：12月17日（木)

午前９時から９時30分まで受付

対象者：平成19年７・８月生まれ。

対象者には個人通知します。受診

できないかたは３歳の誕生日前ま

でなら次回以降でも受診すること

ができます。

★新型インフルエンザワクチ

ン接種費用を助成

上牧町では、新型インフルエンザ

ワクチン優先接種対象者で、生活保

護世帯と町民税非課税世帯のかたに

★乳幼児相談

と き：

12月８日（火）

午後１時30分から３時まで受付

12月18日（金）

午前９時から11時までと

午後１時30分から３時まで受付

（計測は特別な場合を除いて月１回

とします）

対象者：就学前までの乳幼児

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談

と　き：12月４日（金)

糖尿病・高血圧・高脂血症・禁煙

等の相談【要予約】

と　き：12月18日（金)

上記以外の相談

午前９時から11時30分までと

午後１時30分から４時まで受付

プレイルーム利用日について

対し、接種費用を全額助成します。

助成を希望されるかたは、生き活

き対策課へ申請し、ワクチン接種費

用助成券の交付を受けてください。

★生活機能検査受診票を

お持ちのかたへ

介護予防チェックリストを地域包

括支援センター宛に送付してくださ

ったかたで、生活機能検査受診票が

送付されたかたは、町内医療機関で

の受診は済まされましたでしょうか。

まだのかたは、22年１月末まで受

診が可能です。この機会にぜひ受診

しましょう。受診結果により、介護

予防教室への参加をお勧めする場合

があります。

三室休日応急診療所 年 末 年 始 カ レ ン ダ ー 

※　12月23日、27日は平常診療で、あさの受付時間は、午前９時30分からとなります。 

○　9：30～受付　10：00～診察開始 

◎　8：30～受付　 9：00～診察開始 

×　休診 

と こ ろ　生駒郡斑鳩町稲葉車瀬2-5-18　　電話番号　　0745-74-4100 

〈受付時間〉　　　　　　　　　　　　　　〈診療科目〉 
　あ　さ　午前８時30分～11時30分　　　内　科・小児科・歯　科 
　ひ　る　午後12時30分～４時30分　　　内　科・小児科・歯　科 
　よ　る　午後５時30分～８時30分　　　内　科・小児科 

診 療 日 ○ 

12／23 

水 

× 

24 

木 

× 

25 

金 

× 

26 

土 

○ 

27 

日 

× 

28 

月 

× 

29 

火 

◎ 

30 

水 

◎ 

31 

木 

◎ 

1／1 

金 

◎ 

２ 

土 

◎ 

３ 

日 

× 

４ 

月 

× 

５ 

火 
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消費生活相談：電話･面談とも毎週火曜日の午後1時～4時／2000年会館／ 79ー2020

消費生活相談員

山口 知香

昨
年
９
月
に
起
き
た
ア
メ
リ
カ
の
リ
ー
マ
ン
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
の
経
営
破
綻
に
端
を
発
し
て
「
百
年
に

一
度
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
経
済
危
機
と
な
り
、

日
本
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
も
企
業
の
倒
産
や
経
営

不
振
の
情
報
を
耳
に
す
る
今
日
こ
の
頃
。

月
給
や
ボ
ー
ナ
ス
の
カ
ッ
ト
で
家
計
の
や
り
く

り
が
大
変
と
い
う
ご
家
庭
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
い
か
に
支
出
を
抑
え
る
か
が
大
切
に

な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
を
抑
え
る
対
策
と
し
て
、
生
命
保
険
を
見

直
す
の
も
得
策
の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
ん
な
時
は
見
直
し
を

生
命
保
険
は
手
に
と
っ
て
商
品
性
を
確
か
め
ら

れ
る
も
の
で
な
い
の
で
、
何
と
な
く
加
入
し
、
そ

の
ま
ま
掛
け
金
を
払
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
少

な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
次
の
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

一
つ
で
も
あ
て
は
ま
る
項
目
が
あ
れ
ば
、
見
直
す

価
値
あ
り
で
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た

（
結
婚
し
た
・
子
ど
も
が
生
れ
た
・
子
ど
も
が
成
人

し
た
）
か
た
は
、
チ
ェ
ッ
ク
結
果
に
関
わ
ら
ず

見
直
す
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

・
遺
族
年
金
や
死
亡
退
職
金
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場

合
）
な
ど
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
受
取
れ
る
お

金
の
こ
と
を
考
慮
せ
ず
保
険
金
額
を
決
め
た

・
貯
蓄
を
考
慮
せ
ず
保
険
金
額
を
決
め
た

・
保
険
加
入
後
に
住
宅
を
購
入
し
た

・
次
回
更
新
時
に
保
険
料
が
上
が
る

さ
ら
に
各
保
険
に
つ
け
た
特
約
の
内
容
（
ど
ん

な
時
に
保
険
金
が
受
取
れ
る
か
な
ど
）
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
し
っ
か
り
と
契
約
内
容
の
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

現
在
の
目
安
と
な
る
保
険
金
額
を

計
算
し
ま
し
ょ
う

公
的
保
障
や
貯
蓄
な
ど
、
既
に
準
備
で
き
て
い

る
保
障
な
ど
資
産
の
合
計
と
、
月
々
の
生
活
費
な

ど
何
か
事
が
起
こ
っ
て
か
ら
も
必
用
な
お
金
（
負

債
）
の
合
計
の
差
が
、
目
安
と
な
る
保
険
金
額
で

す
。
下
の
表
を
使
っ
て
保
険
金
額
の
目
安
を
算
出

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

計
算
を
す
る
際
に
は
、
万
一
の
こ
と
が
起
こ
っ
た

時
ど
の
様
に
行
動
す
る
か
（
生
活
す
る
か
）
の
現

実
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

例
え
ば

・
残
さ
れ
た
家
族
は
今
の
家
に
住
み
続
け
る
の
か

・
残
さ
れ
た
家
族
の
収
入
は
ど
の
程
度
見
込
め
る

の
か

・
子
ど
も
の
教
育
を
ど
う
す
る
の
か

と
い
っ
た
こ
と
が
、
具
体
的
生
活
イ
メ
ー
ジ
に

あ
た
り
ま
す
。

（
保
険
金
額
は
年
々
変
化
す
る
も
の
で
す
）

計
算
し
た
保
険
金
額
は
、
あ
く
ま
で
今
の
時
点

で
の
目
安
の
数
字
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、

勤
続
年
数
が
長
く
な
れ
ば
死
亡
保
障
も
増
え
る
は

ず
で
す
。

専
業
主
婦

だ
っ
た
妻
が

働
く
こ
と
に

な
れ
ば
、
世

帯
収
入
は
増

え
、
生
活
費

の
不
足
分
を

補
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

子
ど
も
の
成

長
に
よ
り
、

教
育
費
に
変

動
が
生
じ
ま

す
。
保
険
は

な
ん
と
な
く

や
や
こ
し
い

と
い
う
か
た
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
様
々
な
節

目
で
保
険
を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
計
が
楽

に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
契
約
者
の
健
康
状

態
に
よ
っ
て
は
、
新
た
な
保
険
に
加
入
出
来
な
い

こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
な
が
ら
、
合

理
的
に
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。来

年
１
月
５
日
（
火
）
よ
り
、
相
談
場
所
を
役

場
一
階
の
相
談
室
に
変
更
し
ま
す
。

相
談
日
時
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
と
　
き

毎
週
火
曜
日
　
午
後
１
時
か
ら
４
時

家
計
を
見
直
し
ま
せ
ん
か
（
生
命
保
険
編
）

※１「継続的な収入（遺族年金・家族の収入など）」-「万一のときの生活
　　 費」＝マイナス金額が１年間の不足額。この不足額を何年分準備す
　　 るかを決める。例えば、子どもが大学を卒業するまでの年数など。 
※２　子どもの教育資金、妻の老後年金、緊急予備資金など、家庭の事情
　　　や年代等に応じて決める。 

資　　産 

貯蓄等 団体信用生命保険のないローン 

生活費不足分（※1） 

死後の整理資金（葬儀費用・
引越し費用など） 

家族に残したい資金（※2） 

団体信用生命保険のないローン 

万円 

資産売却など 

死亡退職金・弔慰金等 

万円 

資産計（A） 万円 

目安となる保険金額（A）-（B）のマイナス分 

万円 

万円 

万円 万円 

万円 

万円 

万円 

負　　債 
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新 刊 紹 介

●
は
図
書
館
の
休
館
日

図書館通信

コスモスの影にはいつも誰かが隠れている
藤原新也著・東京書籍

普通の生活を営む
人々の出会いや別
れを、美しい写真
とともに綴った十
四の短編小説集で
す。苦しみや哀し
みという彩りによ
って癒される心も
ある、そんな著者
の思いが込められ
た一冊です。

日本最初の盲導犬
葉上太郎著・文藝春秋

神戸の有名な異
人館・風見鶏の
館の謎や設計者
デラランデの生
涯だけでなく、
異国情緒あふれ
る港町神戸の明
治から昭和にか
けての町並みや
外国人の生活な
どについてもよ
くわかります。

記録に残る日本
最初の盲導犬は、
日露戦争で両目
を負傷した兵士
のためにと、ド
イツから連れて
来られた四頭の
シェパード犬で
した。その経緯
を出来る限り取
材し、まとめた
本です。

ねえ、おつきさまどうして ぼくについてくるの？
きむらゆういち著・教育画劇

どこまで歩
いてもつい
てくるお月
さま。子ど
もになぜ？
と聞かれた
らどう答え
ますか。子
どもの豊か

な好奇心を大切に育て、分かりやす
く楽しく応えるヒントになるでしょ
う！

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27～１／5） 0745－78－9903

中・高生の友情や
初恋を等身大に描
いた複数作家によ
るアンソロジー集
です。不器用で一
途な少年や少女の
気持ちの揺れが切
なく、かって学生
だった方にも読ん
で欲しい本です。
（児童書）

風見鶏謎解きの旅
広瀬毅彦著・神戸新聞総合出版センター

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

１
２

３

4

５

６

７

8

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

12月

●買い物は県内で！ たばこは町内で買いましょう。

★12月のお話会ピーターパン★

今年のクリスマス会は新型
インフルエンザの感染防止の
ため中止します。今月のお話
会はありません。
年末年始休館（12月27日か

ら１月５日）のため、12月13
日から本や雑誌10冊・AＶ1点
を４週間貸し出しします。

本・ＡＶ資料は期限内に
返却しましょう。

（
広
告
）

（
広
告
）

募
　
集 

上
牧
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会 

　
　
　
　
　
上
牧
語
学
教
室 

電
話
　
０
７
４
５-

３
２-

９
２
８
０ 

携
帯
　
０
８
０-
３
０
３
１-

８
７
４
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

澤 

①
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
る
英
会
話
教
室 

（
月
２
回
　
月
曜
日
） 

②

日

本

人

に

よ

る

英

語

教

室 

（
火
曜
日
〜
金
曜
日
） 

③
中
国
人
に
よ
る
中
国
語
教
室 

④
ベ
ト
ナ
ム
人
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
語
教
室 

（
③
④
は
土
・
日
開
設
予
定
） 

以
上
成
人
向
け 

⑤

中

学

生

の

英

語

教

室

 

（
広
告
）

050-3484-3858050-3484-3858050-3484-3858

ペットホテル予約受付中！ 

予約承り中 予約承り中 

（
広
告
）

友情リアル・初恋リアル
はやみねかおる（他）著・講談社
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地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまきかんまき
上牧町役場秘書課　0745－76－1001
掲載料：1枠 1万円／2枠 2万円
（この見本の大きさは１枠です）

見本
広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の

一
環
と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別

に
推
奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の

判
断
で
お
願
い
し
ま
す
。

世帯数...................9,661 (+11)

男　性................11,678 (－７)

女　性................12,743 (－18)

合　計................24,421 (－25)
（ ）は前月比

平
成
21
年
11
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

本紙は再生紙を使用しております。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）

担　当：弁護士

と　き：2・4・6・8・10・12月の第一水曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

役場秘書課へ電話で申し込んでください

76ー1001 役場内線298番

☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）

担　当：弁護士

と　き：1・3・5・7・9・11月の第二金曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

奈良弁護士会へ電話で申し込んでください

0742ー22ー2035（相談日の１週　

間前の午前９時30分から申込受付。

当日の申し込みは出来ません）

●行政相談
担　当：行政相談委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：役所の仕事について全般

問合先：秘書課　 役場内線222番

●人権相談
担　当：人権擁護委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：人権問題全般

問合先：福祉課　 役場内線145番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員

と　き：毎週火曜日

午後１時～４時（祝日は除く）

ところ：2000年会館（１月より役場に変わります）

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題

問合先：秘書課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事

と　き：毎週火曜日　午後１時30分～４時

相　談：電話による相談　 役場内線119番

内　容：教育問題全般

問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー

ところ：上牧中学校

と　き：毎週金曜日午前11時30分～午後５時

上牧中学校　 76ー5479

内　容：教育問題全般

問合先：教育総務課　 役場内線119番

◆上牧町ホームページ◆
・http://www1.ocn.ne.jp/̃kanmaki/

・Eメール kanmaki＠plum.ocn.ne.jp


